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背景：ショックバイタルの AMI は以前死亡率が高い。循環補助用心内留置型カテーテルデバイス 

(Impella) の使用は血行動態を改善することが知られる。 

 

目的：本研究は Impellaが IABPと比較してショックバイタル AMI の 30日死亡率を減らすことができ

るかどうかを検討した。 

 

方法：多施設オープンラベル前向きランダム化試験試験で、48名の患者が Impella群 (n=24), IABP群 

(n=24)に割り付けられた。ショックの定義は SBP<90mmHg, 強心・昇圧剤の使用、人工呼吸器の使用と

した。 

 

結果：30日死亡率は両群で同等であった (50% vs 46%, p=0.92). 6ヶ月後の死亡率も同等であった (50% 

vs 50%, p=0.923). 

 

結果：Impellaはショックバイタルの AMI患者において、IABPに比較して 30日死亡率を改善しなかっ

た。 

 


